






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順位 語彙Ｘ 品詞 件数
１ は 助詞 438
２ じゃ 助詞 398
３ し力。 助詞 6８
４ しれる 動詞Ｂ 5２
５ も 助詞 4８
６ が 助詞 4５
７ 問題 名詞 4１
８ できる 動詞Ｂ 2９
９ わかる 動詞Ｂ 2８
1０ たい 助動詞 2４
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に続く助詞「も」や「が」も、「身も蓋もないです」や「きり
が
な
い
で
す
」
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
か
ら
、
名
詞
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
問
題
の
動
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
で
き
る
」
（
例
皿
「
そ
ん
な
方
法
じ
ゃ
出
来
な
い
で
す
」
な
ど
）
の
二
九
件と、「わかる」（例函「自分には分からないです」など）の二
八件であった。
「
動
詞
十
ナ
イ
＋
デ
ス
」
と
い
う
構
造
を
持
つ
表
現
は
、
全
部
で
一
六
一
件
見
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
三
件
以
上
ヒ
ッ
ト
し
た
動
詞
を
次
に
示
し
て
お
く
。
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
で
き
な
い
（なかった）です」（二九件）、次いで「わからないです」（二八
件
）
で
あ
っ
た
。
色
々
な
悩
み
事
を
相
談
し
合
う
呂
呂
８
－
知
恵
袋
と
い
う
掲
示
板
の
性
質
上
、
こ
れ
ら
の
動
詞
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
今回見つかった一六一件という使用数は、全体（二○五五件）
の
七
９
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
動
詞
の
丁
寧
な
否
定
文
の
規
範
Ｔ
本
来
の
用
法
）
は
マ
セ
ン
型
で
動詞
できる
わかる
言える
’知れる
変わる
見る
知る
思える
出る
許せる
限る
効く
使う
買う
表３
あり、いわば亜流のナイデス型が七・八パーセントも存在して
いるというのは、注目に値するのではないか。厳密に比較する
ためには、マセン型の使用頻度を調査し、ナイデス型との相対
的
な
割
合
を
出
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
こ
ま
で
出
来
な
か
っ
た
の
で、そちらは今後の課題ということにした。
さて、ここからは、従来の表現であるマセン型に加えてナイ
デ
ス
型
が
何
故
出
現
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ナ
イ
デ
ス
型
が生まれた原因として、四節では「です」へと一本化する「単
純化」が起こっている可能性があると指摘したが、それだけで
説
明
で
き
る
ほ
ど
問
題
は
単
純
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
文
法
カ
テゴリーの階層を考慮し』再検討してみたい。
マ
セ
ン
型
は
、
丁
寧
の
「
ま
す
」
の
後
ろ
に
否
定
の
「
ん
」
が
接
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ナ
イ
デ
ス
型
は
、
否
定
の
「
な
い
」
が
先
で
あ
り
、
丁
寧
の
「
で
す
」
が
後
に
来
て
い
る
。
順
番
が
全
く
逆
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
否
定
も
丁
寧
も
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
は
、
語
を
形
成
す
る
原
理
によって分類されたものの呼称であり、動詞の語形変化によっ
て
格
関
係
に
変
化
を
き
た
す
ヴ
ォ
イ
ス
（
態
）
を
は
じ
め
、
テ
ン
ス
（
時
制）、アスペクト（相）、モダリティ（法）などがある。そして、
日本語の述語構造には、文法カテゴリーの階層があることがよ
く知られている。「花子はいつも勉強させられていたらしいよ」
と
い
う
文
を
例
に
説
明
し
よ
う
。
文
は
、
大
き
く
命
題
と
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
分
か
れ
る
。
述
語
の
「
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
た
」
は
、
語
幹
「
勉
強
」
の
下
に
使
役
の
「
さ
せ
る
」
、
受
身
の
「
ら
れ
る
」
、
継
続
の
「
て
い
（
る
こ
、
過
去
の
「
た
」
が
接
続
し
4０
順位 件数
１ 2９
２ 2８
３ 1０
４ 1０
５ ８
６ ７
７ ５
８ ４
９ ４
1０ ３
1１ ３
1２ ３
1３ ３
1４ ３
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｢書かないです」と「書きません」
て
お
り
、
右
図
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
ヴ
ォ
イ
ス
、
ア
ス
ペ
ク
ト
、
テ
ン
ス
と
い
う
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
語
の
述
語
構
造は、一般的にこの階層順に構成される。文末に付いている「ら
し
い
よ
」
は
、
推
量
を
表
す
「
ら
し
い
」
と
、
聞
き
手
へ
の
働
き
か
け
を
表
す
「
よ
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
話
者
の
心
的
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
い
う
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
そ
の
心
的
態
度
の
対
象
が
異
な
る
た
め
、
さ
ら
に
区
別
さ
れ
る
。
「
ら
し
い
」
は
命
題
に
対
す
る
話
者
の
心
的
態
度
（
こ
の
場
合
は
推
量
）
を
表
し
て
い
る
た
め
〈
対
事
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
〉
と
呼
ば
れ
、
「
よ
」
は
聞
き
手
に
対
す
る
話
者
の
心
的
態
度
（
こ
「
で
す
」
を
挿
入
し
た
（
坐
は
、
非
常
に
自
然
な
文
と
な
る
。
「
で
す
」
と
「
よ
」
が
並
び
、
同
じ
階
層
に
置
か
れ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
れ
は
（９）
「
で
す
」
が
対
人
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と
と
何
ら
矛
盾
し
な
い
。
一
方
、
「
ま
す
」
を
挿
入
し
た
（
運
は
、
非
常
に
不
自
然
な
文
に
な
っ
て
し
ま
う
。
「
ま
す
」
は
動
詞
に
付
く
た
め
、
継
続
を
表
す
「
て
い
る
」
の
「いる」に接続して「いました」とせざるを得ないが、文法カ
テ
ゴ
リ
ー
の
階
層
で
言
え
ば
ア
ス
ペ
ク
ト
要
素
「
て
い
（
る
）
」
と
テ
ン
ス
要
素
「
た
」
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
対
人
的
モ
ダ
リ
ティが本来置かれるはずの位置でないことが分かる。
次に、本稿で問題としている否定文の場合を見てみよう。（坐、
（
連
の
場
合
は
、
文
末
に
対
事
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
「
ら
し
い
」
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
丁
寧
表
現
は
「
ま
す
」
で
は
な
く
「
で
す
」
を
選
択
せ
ざるを得なかったが、次の場合はそのような制約がないため、
の
場
合
は
呼
び
か
け
）
を
表
し
て
い
る
た
め
〈
対
人
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
〉
と
呼ばれている。
これにマセン型とナイデス型をあてはめて考えてみよう。「～
ま
す
」
も
「
～
で
す
」
も
、
両
方
と
も
丁
寧
表
現
で
あ
る
。
丁
寧
表
現
と
は、聞き手に対する話者の配慮を表しているため、文法カテゴ
リーとしては〈対人的モダリティ〉に分類される（仁田・益岡
巴霊）。では、「です」と「ます」を上記の例文に挿入した場合、
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
（
響
花
子
は
い
つ
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
で
す
よ
。
ｌ
（妬）汀花子はいつも勉強させられていましたらしいよ。
日本文學誌要第８６号4１
花
子
は
い
つ
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ｊ事来出Ｉ題〈叩
、
、
、
、
ヴォイス 藍：
アスペクト亟、
テンス 「邇芸一Ｌ
モダリティ ら=－_し
い
=－－よ
。
対事的モダリティＦ刀疽ﾏﾖﾖ
対人的モダリティロ祠ﾏﾗ扉FＬ
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し
か
し
、
そ
の
構
造
を
よ
く
見
る
と
、
否
定
と
丁
寧
が
逆
の
順
序
で
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
咄
）
で
は
否
定
の
「
な
い
」
の
後
ろ
に
丁
寧
の
「
で
す
」
が
来
て
い
る
が
、
（
〃
）
で
は
丁
寧
の
「
ま
す
」
の
後
ろ
に
否
定
の
「
ん
」
が
来
て
い
る
の
で
あ
る
。
否
定
表
現
は
、
命
題
が
真
であることを否定するものであるから、文法カテゴリーでは〈対
事的モダリティ〉に分類される（仁田・益岡ご霊）。ここで（妬）
をもう一度見直すと、「書かないです」は〈対事的モダリティ〉
＋
〈
対
人的モダリティ〉という構造になっており、先に見た日
本
語
の
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
階
層
通
り
の
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
（
〃
）
の
「
書
き
ま
せ
ん
」
は
〈
対
人
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
〉
＋〈対事的モダリティ〉となっており、日本語の規範的な文法
カテゴリー階層に矛盾する構造であることが分かる。近世から
使
用
さ
れ
て
い
る
規
範
的
な
マ
セ
ン
型
の
方
が
、
実
は
日
本
語
文
の
基
本
構造に反する形式であったわけである。
「
で
す
」
も
「
ま
す
」
も
文
末
付
近
に
問
題
な
く
配
置
す
る
こ
と
が
出
来
る。本
稿
で
は
、
動
詞
述
語
文
で
起
こ
る
二
種
類
の
丁
寧
体
否
定
文
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
ず
従
来
の
規
範
型
で
あ
っ
た
「
書
き
ま
せ
ん
」
と
（
妬
）
文
章
の
プ
ロ
で
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
風
に
は
書
か
な
い
で
す
よ
。
－
（〃）文章のプロであれば、こんな風には書きませんよ。
六
結
び
後
発
表
現
で
あ
る
「
書
か
な
い
で
す
」
の
歴
史
的
変
遷
を
簡
単
に
ま
と
め
、
後者のような表現が認可される理由を文法的な視点から考察し
た
。
次
に
、
近
年
「
で
す
」
が
使
用
範
囲
を
拡
大
さ
せ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
最
後
に
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
階
層
の
視
点
か
ら
見
て
も
、
「
書
か
な
い
で
す
」
が
理
に
か
な
っ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
今
後
は
、
動
詞
述
語
文
で
も
ナ
イ
デ
ス
型
の
表
現
が
増
え
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
マ
セ
ン
型
が
衰
退
す
る
と
も
考
え
に
く
い
。
そ
れ
は
マ
セ
ン
型
が
旧
来
の
形
式
で
あ
る
が
故
、
よ
り
丁
寧
で
格
調
の
高
い
表
現
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
獲
得
す
る
可
能性もあるからである。敬語を例にとってみても、「行かれる」
「食べられる」といった敬語表現は規則性も高く、単純である。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
や
「
召
し
上
が
る
」
と
い
う
独
自
の
敬
語
が
消
え
て
し
ま
う
か
と
い
う
と
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
前
者
に
比
べ
、
後
者
の
方
が
格
調
高
い
、
丁
寧
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
誰
も
が
共
有
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
ナ
イ
デ
ス
型
と
マ
セ
ン
型
も
異
な
る
コ
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
棲
み
分
け
が
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後
の
変
化
を
注
視
し
て
行
き
た
い
。
使
用
し
た
資
料
［一］初出が屋垣Ｃ～］宅＠年のもの
「風流仏」「五重塔」「印度の古話」「花のいるノー」（幸田露
伴）、「うたかたの記」「舞姫」（森鴎外）、「こがれ丸」「三角
と四角」（巌谷小波）、「ことばのうみのおくがき」（大槻文彦）、
「
人
生
終
に
奈
何
」
．
葉
女
史
の
「
た
け
く
ら
べ
」
を
讃
み
て
」
（
高
4２
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｢書かないです」と「書きません」
Ｔ注
、－〆
〆－，
４
、－〆
（３） グー、２
、－＝
山樗牛）、「公益に有害の鉱業を停止せざるの儀に付質問書」
「直訴状」（田中正造）、「寧楽」（内藤湖南）、「滝口入道」（高
山樗牛）、「義血侠血」「外科室」「夜行巡査」「海城発電」「凱
旋祭」「化鳥」「竜潭諏」「蛇くひ」「三尺角」「黒百合」「星あ
かり」（泉鏡花）、「二少女」「たき火」「源おじ」「武蔵野」（国
木田独歩）、「金色夜叉」（尾崎紅葉）、「学変臆説」（内藤湖南）、
「木曽の旅人」（岡本綺堂）、「若菜集」（島崎藤村）、「松浦あ
がた」（蒲原有明）、「幽霊塔」（黒岩涙香）
形
容
詞
に
「
で
す
」
が
接
続
す
る
場
合
は
、
「
で
す
」
単
独
で
は
な
く
、
「
で
す
よ
／
で
す
ね
／
で
す
か
」
の
よ
う
に
終
助
詞
を
伴
う
こ
と
が
多
い
と
い
う
指
摘
が
多
く
の
文
献
で
な
さ
れ
て
い
る
。
田
野
村
（
ご
震
）
は、「朝日新聞」のコーパス（］房や～］毛国年の４年分）を定
量
的
に
分
析
し
、
動
詞
（
の
否
定
形
）
に
接
続
し
た
場
合
で
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
に
出
て
く
る
幼
児
（
タ
ラ
ち
ゃ
ん
）
の
発
話には、「動詞十です」が度々出現する。例えば「イクラちゃ
ん
、
一
緒
に
遊
ぶ
で
す
～
」
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
う
ち
一
例
は
テ
イ
ル
形
で
あ
る
が
、
「
い
る
」
の
部
分
は
動
詞
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ
も
含
め
て
数
え
た
。
逆
に
、
近
年
「
ご
ざ
い
ま
す
」
へ
と
傾
倒
し
た
表
現
に
「
と
ん
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
々
「
と
ん
で
も
な
い
」
と
い
う
形
容
詞
で
、
「
傍
い
」
や
「
あ
ど
け
な
い
」
の
よ
う
な
一
語
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
「
な
い
」
の
部
分
を
「
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
に
交
替
さ
せ
る
こ
と
参
考
文
献
の○丘ウのＨ、．シ□の｝のロ。（］①①、）〔ごロＲ日向ロロロ包匹〔）ロロの（笥匡、ロロロ（坪碓冒員ご由、
」病冒『ロ囚、弓８匹缶】ぬミヨのロ『尼悪Ｎｐ同日『、．○亘の四ｍｇ□己ぐの厨】弓。【
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
面
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
誤
用
で
あ
る
と
指
摘
す
る
声
も
多
か
っ
た
が
、
文
化
庁
の
文
化
審
議
会
で
ま
とめられた「敬語の指針」（ｇ三）では、「『とんでもござい
ま
せ
ん
」
Ｓ
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
）
は
、
相
手
か
ら
の
褒
め
や
賞
賛
な
ど
を
軽
く
打
ち
消
す
と
き
の
表
現
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
こ
う
し
た状況で使うことは問題がないと考えられる」とされた。
（
５
）
「
乙
」
と
は
、
巨
大
掲
示
板
「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」
な
ど
で
使
用
さ
れ
た
・
隠
語
で
、
「
お
疲
れ
様
」
の
意
で
用
い
る
。
（
６
）
相
撲
取
り
の
も
の
真
似
で
は
定
番
と
も
言
え
る
セ
リ
フ
で
あ
り
、
こ
こ
に
挙
げ
た
中
で
は
最
も
耳
に
馴
染
ん
だ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
が
、
ヒ
ッ
ト
件
数
が
少
な
か
っ
た
の
は
大
変
意
外
で
あ
っ
た
。
（７）平仮名と片仮名ではヒット件数が異なったため、項目を分け
て表記した。
（８）おおむね「ごちそうさま（でしたとの意で用いられるが、
普段の食事ではなく、誰かに箸ってもらった場合などに感謝
を
表
す
際
に
用
い
る
。
（９）ただし、「よです」ではなく「ですよ」という語順になるこ
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
対
人
モ
ダ
リ
テ
ィ
ら
し
い
か
と
い
う
問
題
が
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
の
関
心
事
か
ら
は
外
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
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○三８層田忌めの・
井上史雄（］毛、）「丁寧表現の現在一デス・マスの行方」「国文学解
釈と教材の研究』色（崖）・蟹１日・
井
上
史
雄
（
ｓ
＄
）
『
敬
語
は
こ
わ
く
な
い
最
新
用
例
と
基
礎
知
識
」
東
京
”
講談社
金
水
敏
（
巴
忌
）
「
日
本
語
敬
語
の
文
法
化
と
意
味
変
化
」
『
日
本
語
の
研
究」』（⑲）・］、－凸・
旧自彊・丙目容邑□二・（三つ）ニレ□百巴已。ご困帰‐冨用ｇ三・量三宮国且・員
三亘四の一目Ｑｍｇｇｐ①【①日日のＨ（＆の。）ロ圏開山吋思二ｓ＆岩
貝時自侭丘開・の国皀ａ》○留弓ローｎ畳・ロの』１＄・
旧自彊、富・吝邑』三・（四ｓ、）’－０８ｍ目日・口の日日日日輿○・囮冒、昏号巴
目已のの印の○・一一百句局目Ｃ】の８］・幻（目□の富の目・蜘昌冨口の㈹四目富・
の目Ｓ四勺のｇｏのｇの］（＆⑫。）ｐ因円国司、白四房昌更旨房昌貝
ｂ
百
日
目
厨
§
Ｑ
冒
田
旦
冒
骨
冒
臼
司
冒
扇
団
員
頁
ご
］
－
皇
国
の
忌
貝
三・日目Ｑの○日耳のＨ・
前田勇（己ｇ）「京阪の『です』標準語移入説」『国語国文」患（Ｐ）
三
宅
武
郎
（
皀
虐
）
『
現
代
敬
語
法
』
東
京
皿
日
本
語
教
育
振
興
会
日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
（
岩
冨
）
『
現
代
日
本
語
文
法
４
」
東
京
”
く
ろ
し
西田直敏（巴召）『敬語」東京卵東京堂
仁田義雄・益岡隆志（］房①）『日本語のモダリティ」東京”くるし
お
出
版
尾
谷
昌
則
・
’
一
校
美
津
子
（
岩
屋
）
『
構
文
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
文
法
」
東
京
函
上田万年・松井簡治（］皀印）「大日本国語辞典』東京》富山房
研
究
社
お
出
版
田
野
村
忠
温
（
ご
程
）
「
丁
寧
体
の
述
語
否
定
形
の
選
択
に
関
す
る
計
量
的
調
査ｌ「～ません」と「～ないです」Ｉ」『大阪外国語大学
論集」］］・巴－急・
辻村敏樹（Ｓ巴）「近世後期の待遇表現」『国語と国文学」十月号
辻村敏樹（ご窪）「面白かったです．面白いでした」『口語文法講座
３
揺
れ
て
い
る
文
法
』
窪
②
ｌ
四
毛
・
東
京
叩
明
治
書
院
辻村敏樹（后霊）「「です」の用法ｌ近世語から現代語へｌ」『近
代
語
研
究
第
一
集
」
詮
］
’
四
ｓ
・
東
京
血
武
蔵
野
書
院
辻村敏樹（ご畠）「敬語の史的研究」東京皿東京堂出版
山
田
孝
雄
（
ご
闇
）
『
日
本
口
語
法
講
義
』
兵
庫
”
宝
文
館
山口明穂・秋本守英（岩已）『日本語文法大辞典』東京卵明治書院
湯沢幸吉郎（ご宝）『現代語法の諸問題』日本語教育振興会
湯
沢
幸
吉
郎
（
ご
農
）
『
江
戸
言
葉
の
研
究
』
東
京
函
明
治
書
院
（
お
だ
に
ま
き
の
り
・
本
学
准
教
授
）
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